
 
 

１ 学校名 佐賀県立唐津東高等学校 

２ 所在地 唐津市鏡新開１番地 

３ 校長名 渡辺 孝一 

４ 学級数 

児童生徒数 

   １８学級 

    ７０４人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

   １年 

   ２４０人 

６ 取組のねらい 

生徒が高齢者の疑似体験や、車いすの操作をすることにより、ユニバーサルデザインに

ついての理解を深めるとともに、相手を尊重する心や思いやりのある心を育む。 

 

７ 取組の実際 

 本校では、1 年生の「家庭基礎」の授業で取り組んだ。 

（１）専門学校の出前講座「高齢者疑似体験・車いす体験」を受講し、障害に対する理解

を深め、より深くユニバーサルデザインについて考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）佐賀県 UD 作品コンテストに応募した。 

UD 商品や、UD を広く理解してもらうためのポス

ター作りに取り組んだ。作品は個人やグループで取

り組み、ものづくり作品８５点、ポスター１９点を

提案し応募した。 

 

８ 取組の成果と課題 

 生徒は、高齢者疑似体験では高齢者の感覚だけではなく、気持ちも実感する事が出来た。

あまり気を遣わせないように、自然なフォローが必要であると理解できた。車いすの体験

では、少しの段差でも驚いてしまうことがわかり、介護者の技術の必要性を感じ取ってい

た。 

 授業を受けたほとんどの生徒が、日常生活で困っている方の手助けを積極的にしようと

考えている。今後は、授業で学んだことを実践できるように、日頃から意識して生活する

ことを心がけさせたい。 

平成２９年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組 


